第16回　施設処遇検討会議　議事録

H19.7.30　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・秋山S.G.M・山田・山口・三浦・原・馬渡・下平・佐々木・小松・

（欠席者：小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：小松

議題

１：袴田　淑子　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：本田　英之　様（青山荘入所者様）の処遇について

３：関　秀治　　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：袴田　淑子様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　　合併症：緑内障

　＜問題点＞

①自分で日課に取り組む事が出来ない。

＜介入方法＞

· 食事・服薬・入浴等、身の回りの事について全般的にスタッフの声がけが必要となっている為、様子を見て出来ていないようであれば本人へ取り組みを促す。

· 前もって何をする時間か本人と確認しあい、自発的に出来るように支援する。

②間食が多く、食事をきちんと取る事が出来ない。

　＜介入方法＞

· 外泊時に姉とおやつを購入してきているが、一気に食べてしまうこともあり、取り方についてスタッフが説明しているが理解は薄い様子。本人と相談しながら、一日のおやつの量と食べる時間を決める。

· 姉とも現状について相談し、購入するおやつの量について検討してもらう。

· 食事を拒否しても、促しにて摂取できる時もある為、間食の摂取状況も確認しながら声をかける。

③余暇時は無為に過ごす事が多い。

　＜介入方法＞

· 普段の余暇は無為に寝ている事が多く、外泊時が唯一の楽しみになっている。青風荘のレクや個別の外出等を通して本人の興味・関心を拡大する

＜評価＞

　青山荘での状態と現在の状態では変わりはない。問題点でなぜ本人がそのような行動をするのか、その理由をはっきりさせ、それを本人へ返し動機付けを図る必要がある。実際に、外出時は時間を守って行動をする事は出来ている。時間を見ることが出来ないのか出来るのにやれないのかなど一つ一つの原因を明確にし、また、トレーニングによってどの程度回復できるのか現状の維持はどうなのかなど検討しケアプランを立てる必要がある。

本人への介入として、今後、一緒にタイムスケジュールを作成し意識付けをはかってみてはどうか。間食については、姉に情報提供していき、場合に応じて姉氏にも協力して頂く必要がある。SSTで

はないが、出来た事はきちんと評価をし本人へ伝えていく。

２：本田　英之　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

①片付けが出来ない

・自室が乱雑（自室の物が多く、掃除をしても1日で汚くなる／睡眠環境が確保できない）

・使ったものは出しっぱなし（共同生活の場であることの意識が薄い）
　＜介入方法＞

· 定期的に職員と一緒に自室の掃除を行う機会を新たに設け、指導しながら掃除を行う。その際、必要な物・不必要な物・使用するもの・常に使用しないもの等に分けていただき、毎週のように送迎してもらい帰宅していることからも、物を持ち帰っていただく。

②生活リズムの乱れ→・起床・就床時間・1日のスケジュールの組み方（目前のことしか頭にあらず、先を考えたスケジュールを立てることが出来ない。）

· 上記の問題点も踏まえ、睡眠環境の改善の必要性・様々な問題点が関連して生活リズムの乱れが生じていることを説明し、問題点を自覚していただき、意識付けの改善を図る。
· 目前のことしか頭にあらず、以前から予定していた事や、荘内プログラム等を忘れてしまい、予定を変更せざるを得なくなり急な外出泊・それに伴い他者に迷惑をかけることもある為、本人の活動力や対人関係能力を評価しながらも、1日を予定立てて過ごすことや、必要な事についてはメモを取っておく、大きめなカレンダーの設置（メモ）など提案し、共同生活上での責任や対人関係について説明し、職員も本人の1日のスケジュールについて確認し、把握しておく。
＜評価＞

　片付けについては、掃除の頻度が少ないのではないか。もう少し介入し、収納範囲を超えないようにし、その都度、家族へ伝え物を増やさないようにし、本人と持ち込む量を確認していくなどの介入をしていく必要があるのではないか。本人、基本的な技術が低い為、介入を多く持つ必要がある。必要な事を評価しながら本人へ返していく必要がある。また、お母様は、自立した生活を強く希望しており、面談を行い青山荘での方針を保護者へ説明していく必要もある。

３：関　秀治　　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：なし

　＜問題点＞

1 生活リズム（睡眠状況・食事状況）

＜介入方法＞

· 世話人の訪問の際には本人の生活状況・睡眠状況・食事状況の確認を行ってもらう。

· 青明舎の訪問時に生活状況・睡眠状況・食事状況の確認を行う。

· 訪問に行く際は世話人の日誌を見て、最近の本人の生活状況などを確認する。

· 青明舎で日曜日に行われているプログラム「昼食を作ろう」に参加してもらい「カレーやシチュー」を本人と一緒に作り、本人がＧＨでも作れるようになってもらう。

＜評価＞

　睡眠状況に関しては、処方変更後睡眠は安定している様子。職親、デイナイトのない時間帯は、部屋で休んでいるか、近所に買物に行くだけになっている。現在のケアでは、引きこもりの状態を作ってしまっており、食事に関しても偏りが見られている。グループホームなどの在宅はレベル低下の傾向がある。現在デイケアを利用しているが、ナイトケアへ移行していく事で、状況の把握が出来ると共に、相談、他者との交流、洗濯、食事バランスの維持などの場として利用して頂く必要があるのではないか。今後、少しずつ進めていく必要がある。本人、対人関係やストレスに弱く、ちょっとした事で病状を悪化させてしまう可能性がある。今までは人と交流する事で病状が安定していた部分もある為、交流出来る場所を増やしていく必要がある。

